A Message from the Dean by 和田 幹彦
アンドレイ・クラフツェビチ教授定年退職記念号に
寄せて
著者 和田 幹彦
出版者 法学志林協会
雑誌名 法学志林
巻 117
号 2
ページ 1-3
発行年 2020-03-24
URL http://hdl.handle.net/10114/00024235
ア
ン
ド
レ
イ
・
ク
ラ
フ
ツ
ェ
ビ
チ
教
授
定
年
退
職
記
念
号
に
寄
せ
て
（
和
田
） 
一
ア
ン
ド
レ
イ
・
ク
ラ
フ
ツ
ェ
ビ
チ
教
授
定
年
退
職
記
念
号
に
寄
せ
て
法
学
部
長　
和　
田　
幹　
彦
　
ア
ン
ド
レ
イ
・
ク
ラ
フ
ツ
ェ
ビ
チ
先
生
は
、
二
〇
〇
〇
年
四
月
に
法
政
大
学
第
一
教
養
部
に
教
授
と
し
て
ご
着
任
さ
れ
、
二
〇
〇
三
年
四
月
に
法
学
部
教
授
に
異
動
に
よ
り
ご
着
任
さ
れ
ま
し
た
。
以
来
、
二
〇
一
九
年
三
月
末
日
を
も
っ
て
法
政
大
学
法
学
部
を
定
年
退
職
さ
れ
る
ま
で
一
九
年
に
わ
た
っ
て
、
ご
専
門
で
あ
る
ロ
シ
ア
（
旧
ソ
連
諸
国
）
の
地
域
研
究
・
日
露
関
係
研
究
を
中
心
に
法
学
部
政
治
学
科
の
教
授
と
し
て
教
鞭
を
と
ら
れ
、
同
時
に
法
学
部
を
含
む
市
ヶ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
の
全
て
の
学
部
の
学
生
た
ち
に
第
二
外
国
語
と
し
て
の
ロ
シ
ア
語
を
熱
心
に
指
導
さ
れ
る
と
と
も
に
、
研
究
・
教
育
さ
ら
に
は
学
内
行
政
に
お
い
て
多
大
な
業
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。
　
先
生
は
、
一
九
四
九
年
一
月
に
モ
ス
ク
ワ
に
生
ま
れ
、
日
本
経
済
研
究
を
ご
専
攻
と
し
て
一
九
七
二
年
に
モ
ス
ク
ワ
国
立
大
学
経
済
学
部
国
際
経
済
学
科
を
卒
業
さ
れ
ま
し
た
。
一
九
七
六
年
に
は
ソ
連
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
東
洋
学
研
究
所
ポ
ス
ト
グ
ラ
ジ
ュ
エ
ー
ト
コ
ー
ス
を
卒
業
さ
れ
、
翌
一
九
七
七
年
に
は
、
早
く
も
博
士
の
学
位
（
経
済
学
）
を
取
得
な
さ
い
ま
し
た
。
　
そ
の
前
後
の
一
九
七
六
年
か
ら
す
で
に
、
ソ
連
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
東
洋
学
研
究
所
の
研
究
員
・
日
本
経
済
課
長
を
務
め
、
一
九
八
七
年
に
、
在
日
ソ
連
（
一
九
九
一
年
一
二
月
か
ら
ロ
シ
ア
連
邦
）
大
使
館
の
一
等
書
記
官
（
経
済
分
析
担
当
）
と
し
て
来
日
・
ご
勤
務
さ
れ
る
か
た
わ
ら
、
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
の
代
表
も
務
め
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
一
九
九
二
年
に
は
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
東
洋
学
研
究
所
の
上
級
研
究
員
に
復
帰
さ
れ
、
一
九
九
六
年
に
同
研
究
所
の
日
本
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長
に
ご
就
任
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。
同
年
一
〇
月
か
ら
は
ロ
シ
ア
日
本
研
究
者
協
会
理
事
も
務
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
翌
一
九
九
七
年
か
ら
二
〇
〇
〇
年
ま
で
は
ロ
シ
ア
日
本
研
究
法
学
志
林　
第
一
一
七
巻　
第
二
号 
二
者
協
会
会
長
と
い
う
重
責
も
担
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
　
こ
の
間
も
、
一
九
九
二
年
か
ら
一
九
九
五
年
ま
で
、
慶
応
義
塾
大
学
・
総
合
政
策
学
部
の
訪
問
助
教
授
を
務
め
ら
れ
る
な
ど
、
日
本
で
の
ご
研
究
・
教
育
は
続
き
ま
し
た
。
　
そ
し
て
二
〇
〇
〇
年
四
月
、
法
政
大
学
第
一
教
養
部
に
ご
就
任
し
て
以
来
、
我
々
の
貴
重
な
同
僚
と
し
て
、
本
二
〇
一
九
年
三
月
末
ま
で
教
授
の
職
を
務
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
　
先
生
の
ご
専
門
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
私
は
専
門
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
必
ず
し
も
正
確
に
理
解
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
中
心
的
な
テ
ー
マ
は
、
日
本
経
済
制
度
・
企
業
制
度
の
変
遷
を
子
細
に
分
析
し
、
ロ
シ
ア
語
で
ご
論
文
を
公
刊
し
続
け
た
ご
研
究
、
加
え
て
日
露
経
済
の
比
較
研
究
で
す
。
こ
れ
ら
の
ご
研
究
の
成
果
の
公
刊
は
は
一
九
八
一
年
に
始
ま
り
、
十
編
余
り
の
共
著
書
ほ
か
の
ご
論
文
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
英
語
で
も
三
編
、
日
本
語
で
も
六
編
の
ご
論
文
が
あ
り
、
そ
の
研
究
の
多
様
性
と
重
要
性
が
、
想
定
さ
れ
る
国
際
的
な
読
者
層
か
ら
も
う
か
が
い
知
れ
ま
す
。
　
ご
定
年
後
は
、
本
二
〇
一
九
年
六
月
末
に
、
モ
ス
ク
ワ
市
に
ご
帰
国
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
、
日
本
経
済
に
つ
い
て
の
み
な
ら
ず
、
多
角
的
見
地
か
ら
の
ご
研
究
に
お
い
て
ま
す
ま
す
ご
活
躍
さ
れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
か
つ
て
の
同
僚
の
一
人
と
し
て
、
先
生
の
益
々
の
ご
健
勝
と
一
層
の
ご
活
躍
を
念
じ
て
や
み
ま
せ
ん
。
　
後
輩
同
僚
で
あ
る
私
の
私
的
印
象
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
に
ぜ
ひ
、
先
生
の
気
さ
く
な
、
誰
に
も
好
か
れ
る
ご
性
格
に
つ
い
て
の
小
さ
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
記
す
こ
と
を
お
許
し
く
だ
さ
い
。
先
生
は
、「
ク
ラ
フ
ツ
ェ
ビ
チ
」
先
生
、
と
い
う
お
名
前
が
、
な
か
な
か
日
本
人
に
は
覚
え
づ
ら
く
、
正
し
い
発
音
も
難
し
い
こ
と
を
早
く
か
ら
気
付
い
て
お
ら
れ
た
の
か
、
法
政
大
学
で
は
、
少
な
く
と
も
私
の
先
輩
同
僚
と
し
て
法
学
部
に
ご
着
任
さ
れ
て
以
後
は
、「
自
分
の
こ
と
は
、『
ア
ン
ド
レ
イ
』
と
呼
ん
で
く
れ
て
よ
い
」
と
公
言
さ
れ
、
学
生
か
ら
の
み
な
ら
ず
、
法
学
部
の
同
僚
の
皆
か
ら
も
、「
ア
ン
ド
レ
イ
先
生
、
ア
ン
ド
レ
イ
先
生
」
と
呼
ば
れ
て
親
し
ま
れ
、
笑
顔
で
い
つ
も
そ
ア
ン
ド
レ
イ
・
ク
ラ
フ
ツ
ェ
ビ
チ
教
授
定
年
退
職
記
念
号
に
寄
せ
て
（
和
田
） 
三
れ
に
応
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
日
本
で
は
皆
が
姓
で
呼
び
合
う
こ
と
が
文
化
の
一
環
と
し
て
重
要
な
こ
と
を
言
う
ま
で
も
な
く
深
く
ご
理
解
さ
れ
た
上
で
、
ご
自
分
は
ア
ン
ド
レ
イ
先
生
と
呼
ば
れ
て
よ
い
、
と
い
う
個
人
的
な
生
活
哲
学
に
、
先
生
の
温
か
い
お
人
柄
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
　
先
生
の
学
内
外
で
の
貢
献
に
対
し
て
、
法
学
部
教
授
会
は
、
ご
退
職
直
後
の
本
二
〇
一
九
年
度
初
頭
に
、
先
生
を
名
誉
教
授
に
推
薦
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
大
学
よ
り
そ
の
称
号
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
　
本
誌
は
、
ア
ン
ド
レ
イ
・
ク
ラ
フ
ツ
ェ
ビ
チ
先
生
の
偉
大
な
業
績
と
活
躍
を
讃
え
る
と
と
も
に
、
法
政
大
学
、
こ
と
に
法
学
部
へ
の
ご
尽
力
に
対
し
て
、
法
学
部
教
授
会
一
同
、
深
甚
な
る
感
謝
の
意
を
込
め
て
先
生
に
捧
げ
る
も
の
で
す
。
